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はじめに

　本校では、平成23年度より「『人とかかわる力』を育てる授業づくり」というテーマを設定し、研究に取

り組んでいる。人とかかわるという場面を想定する中で、思春期に差し掛かった時に、課題となるものの一

つが性に関することである。

　学校教育は、児童生徒の人格の完成、豊かな人間形成を目的とし、生命尊重、人格の尊重、人権尊重など、

民主主義の基本的な理念である人間尊重の精神に基づいて行われるものである。性に関する教育も、人間の

性が人格形成の基本的な部分であるという理念を背景に行われてきた。しかし、近年では、性に関する価値

観の多様化や社会環境の大きな変化から児童生徒の心身の発達において、性的成熟と社会的成熟にギャップ

が生じ、アンバランスが生じている（文部省,1999）。

　特別な支援を必要とする知的障害のある児童生徒においては、社会的な成熟に遅れが見られても、性的な

発達は定型発達の児童生徒と変わらない（大井,1989）ことから、性的成熟と社会的な成熟のギャップが更

に大きいことが予想される。そのため、特別な支援を必要とする児童生徒への性に関する指導は、定型発達

の児童生徒のそれよりもきめ細かに行う必要がある。なかでも、自閉症スペクトラムなど、発達障害の児童

生徒には、その認知特性に応じた指導形態や教材・教具に工夫が必要であると考える。

　ところで、本校における性に関する指導については、系統に沿った実践の積み重ねという部分で弱さがあ

る。そのため、性に関する教育の指導計画などが全校体制の中で示されていないという実情がある。そのよ

うな中で、本校中学部の学級の生徒が思春期を迎え、様々な性に関する課題、とりわけ対人関係に関する課

題や性についての知識に関する課題が近年浮上してきた。

　そこで、本研究では、中学部の一学級において、彼らの課題解決を念頭に置いた性に関する指導を行うこ

とによって、性に関する教育の課題を明確にする。そうすることで、本校における性に関する教育の新しい

指導計画作成に寄与したい。

　なお、本稿では、「性に関する指導」「性に関する学習」という呼称を用いている。従来から言われる

「性教育」という言葉は、受け取り方によっては第二次性徴や受精など、科学的知識を教える教育というよ

うに狭い範囲で解釈されることがある。そこで、これまでの科学的知識の部分に加え、性行動にかかわる危

険回避や、望ましい人間関係の形成なども包含した内容とするため、「性に関する指導」「性に関する学習」

とした。本論の中に「性教育」という言葉も使用しているが、これは、参考・引用した文献で用いられてい

るものである。

＊山口大学教育学部附属特別支援学校
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１．本校における性に関する指導

１－１　本校の性に関する指導の経緯

　本校は開校から間もなく個別の指導プログラムによって教育を進めてきた。このプログラムには、性に関

する指導に関係すると考えられる項目が含まれてはいたが、系統立てた指導を行っていたという記録はない。

ただし、石本ら（1995）が性教育の教育課程を作成しようとした先駆的研究が、唯一残っている。これは、

1990年に改訂された本校の学習内容一覧表から性教育の内容を抽出して再構成し、性教育の学習内容一覧表

を作成しようとする取組であった。その後、「性教育の取り組み（試案）」（1998）として一つの形にまと

められた。しかし、これ以降、性教育に関する指導計画や実践例はない。

１－２　性に関する指導の現状

　現在、本校の性に関する指導は、学校全体で計画を作成し実施しているとは言い難い。しかし、本校の児

童生徒にとってもこの指導は、人格形成のために不可欠であり、学校の教育活動全体で取り組んでいる。具

体的には、日常生活の指導の内容である「着替え」の分野で身だしなみを整える指導を行ったり、「排せつ」

の分野で、排せつ物の処理や性器周辺を清潔にするという指導を行ったりしている。また、特に女子生徒に

対しては、個別に月経の手当の方法等についても指導を行っている。

２．本校中学部の生活単元学習

２－１　本校中学部の生活単元学習

　本校における生活単元学習は、「生活経験や人とのかかわりの広がりを目指し、テーマや目的がはっきり

した、一連の流れのある活動を通して、生活に必要な事柄を実際的に総合的に学習していく」ことをねらい

としている。特に中学部では、生徒が経験する日常生活に必要な事柄が広範囲にわたるため、学部共通で扱

う項目を「中学部生活単元学習指導内容一覧表」（以下、指導内容一覧表）（表１）としてまとめ、2008年

より使用している。

２－２　生活単元学習と性に関する指導の関係

　通常の学校における性に関する指導は、各教科・道徳・特別活動及び総合的な学習の時間の授業で扱う。

特別支援教育においては、さらに、自立活動においても扱う。性に関する指導の内容は幅が広いため、例え

ば、保健体育の授業のみで行うということは考えられない。扱う内容を整理し、どの教科・領域で行うのか

計画をしっかりと立てる必要がある。ただし、１－１、１－２でも述べたように、近年は具体的な取組の記

録が無く、また、前述の「試案」も古いため、改訂の必要がある。このことから、「試案」を基本に捉えな

がら、山口県教育委員会作成の「発達段階における性に関する教育の学習内容例」（表２）を参考にして実

践を行うこととした。表２は学校種別ごとに学習内容が分類されているが、本学級の生徒の発達的な多様性

や、学習内容を理解する力の開きなどから、場合によっては小学校段階の内容も取り入れて指導を行うこと

とした。

　ところで、性に関する指導は、個別に行う場合と集団で行う場合とが考えられる。本校の教育課程上にお

いて、個別的に指導を行う場合は、国語や数学、自立活動の時間における指導、日常生活の指導の時間が考

えられる。個別の指導では、対象となる生徒の実態に応じて指導の内容を組み立てることが可能である。し

かし、望ましい人間関係の形成を目指す場合には、個別の学習よりも集団での学習が適している。本校では

領域・教科を合わせた指導と各教科の指導の両方を導入しているが、学級単位の集団ではない。そこで、学

級で目的をもって一連の活動を系統的に行うことや、短期間に集中して学習時間を確保することができる、

領域・教科を合わせた指導である生活単元学習において実施することとした。指導内容表の中では、主に

「人とのかかわり」の部分が主な指導内容となる。



−���− −���−

表１　中学部生活単元学習指導内容一覧表（山口大学教育学部附属特別支援学校,2008）
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表２　発達段階における性に関する教育の学習内容例（山口県教育委員会,2008）＊一部改編あり
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２－３　中学部２組の生活単元学習の取組

　中学部２組ではこれまで、良好な人間関係を形成する学級づくりを中心課題にし、友だちや教員とのかか

わりに焦点を当てて授業を構成してきた。生徒５名は、特に生活単元学習の調理活動の中でペアを組んで協

力して作業を行ったり、活動の振り返りの時間に必ず一人一人の発表の時間を設けることによって、友だち

の意見に対して評価するという活動を取り入れたりしてきた。こうした活動を通して、学級の中で自分の意

見がはっきりと言える環境ができ、生徒は安心して学級で過ごすことができている。また、これらの活動の

継続によって、これまでは難しかった５名での話し合い活動が可能になり、時に意見の合わない時でも、折

り合いを付けていくことができるようになってきた。

３．生活単元学習「大きくなった私たちⅠ」の実践

３－１　単元

　単元名「大きくなった私たち　Ⅰ」

３－２　目標

　○　現在の自分の体や心の状態に気付く。

　○　成長した自分がこれからどのようにふるまっていくことが望ましいか、考え実行する。

３－３　単元の展開（総時数14時間）

　本単元は、３つの小単元と１時間の振り返りの時間で構成した。３つの小単元はそれぞれ独立したもので

はなく、生徒の意識の流れに沿って設定したものである。

３－４　小単元１「ぼく・わたしの生い立ち」

３－４－１　小単元１のねらい

　○　自分の生い立ち年表を作成し、写真を時系列に見ていくことで、自分が成長していることに気付く。

　○　生い立ちに関するエピソードを知ることで、これまでの自分にどのようなことが起こったかを知る。

３－４－２　小単元１の指導の実際

　本学級の生徒は、体の成長が定型発達の生徒とほぼ同じであるのに、人前で母親と過度に密着をしたがっ

たり甘えたりという行動が見られる者がいる。家庭でそのような行動を行うのはよいが、人前で行うという

ことは社会通念上、好ましいとは言い難い。このような様子が見られることには二つの理由が考えられる。

一つは自分が人からどう見られているかという意識が薄いこと。もう一つは小さかった時に許されていた行

動が今でも許されると思っている、つまり、自分がまだ小さいころのままであるという意識が生徒自身にあ

ることである。そこで、小単元１「ぼく・わたしの生い立ち」では後者に焦点を当てていくこととした。こ

れは、生徒の実態からみて、後者の内容がより緊急性があると判断したためである。

　実践に当たっては、自分の体が成長していることを視覚的に理解させることを目指した。具体的には、ス

ライドを用いて自分や友だちの小さいころの写真を見た。

図１　生い立ちの学習 図２　生い立ち年表の作成 図３　掲示した年表
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　家庭で写真を選ぶ時には、本人を立ち会わせるように保護者に依頼していたこともあり、生徒は自分の小

さい頃の写真が示されると、自分の姿であることがすぐに理解できた。小さい頃から現在までの写真スライ

ドを視聴しながら、「小さい時とどこがどんなふうに変わったか」という発問をすると、「体が大きくなっ

た」という反応がかえってきた。また、小さい頃の写真では男女の区別がつかなかったが、成長するにした

がって、その区別がつくようになっていた。しかし、区別の視点は、着衣の形や色が中心であった。

　スライド視聴で自分たちの成長の事実が把握できたことから、次時では自分たちの写真を時系列に並べて

自分の年表を作ることとした。ただ、写真を貼り付けるだけではなく、保護者から得た情報を併せて伝えな

がら作成を促した。できあがった年表は、年齢を揃えて掲示し、全員を比較しながら体の変化について気付

かせた。年表は、常に目に届くところに掲示しておき、いつでも振り返ることができるようにした。また、

保護者がいつでも見ることができるように、長期間掲示した。

３－５　小単元２「体と清潔～プライベートゾーンって？～」

３－５－１　小単元２のねらい

　○　成長してから一人でできるようになったことを話し合いながら、今後一人でできそうなことを知る。

　○　入浴の際に洗うべき場所を知る。

　○　プライベートゾーンを知り、自分の体を守る手段を話し合う。

３－５－２　小単元２の指導の実際

　自分の体が変化したことを知るためには、自分の体を意識する場面を設定することが有効であると考えた。

生徒が日常生活で自分の体を意識する場面のひとつとして、入浴の場面を取り上げた。入浴の際に体を洗う

場所を細かく意識させることによって、体の部位一つ一つを生徒が確認をすることができると考えたからで

ある。

　本小単元における入浴の指導は、

　①　体の部位をわかりやすくするために、視覚的に捉えやすい教材を用意した。

　②　入浴の場面を意識させるために、本校の生活訓練棟「芙蓉館」の浴室で授業を行った。（図４）

　③　自分と他人を比較することができるように、集団での指導を行った。

の３点に留意して行った。

　その結果、①では、図５に示す自作のプレートを、体を洗う学習を進めている時間帯に提示し続けたこと

により、生徒は自分の活動を振り返ることができた。

　②の芙蓉館浴室における学習は、生徒にとっても初めての経験であり、関心度が高かった。浴室での指導

ということで、体の洗い方という一点に生徒は意識を集中させることができた。

　③では、もともと他者との比較が目的であったが、学習を進めるうちに、体の部位をみんなの前で口に出

して発表するという活動が「恥ずかしい」という声も聞かれた。普段、体のことに関して恥ずかしいという

言動が見られなかった生徒がこのような発言をしたことから、活動を通して他者を意識し始めたことが推察

される。

図４　芙蓉館浴室での学習 図５　洗う部位を示すプレート 図６　体洗いの手順表
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　本時では養護教諭がティームティーチングで参加し、図６に示す体洗いの手順表を示しながら、体の洗い

方についての指導を行った。

　次時においては、前時の体の学習を振り返りながら、自分の体を守るということをねらいとして、プライ

ベートゾーンに関する学習を行った。プライベートゾーンの定義は文献によって様々であるが、本単元では

「胸」「口」「性器」をプライベートゾーン（尾藤,1997）とした。これは性被害を受けやすい部分である

と共に、体の箇所を三つという少ない単位で提示することが生徒にとってわかりやすいと考えたからである。

指導に当たっては、岡（1992）の図を参考に、プライベートゾーンが視覚的にわかりやすい図を作成した

（図７）。

　養護教諭は、図８に示すカードを用いて実際に生徒が行っている行動や、一般的にしてはならない行動に

ついて説明を行った。生徒が実際に行っている行動を提示された時には、生徒の中には黙り込んだり、目を

そらしたりするという行動が見られたことから、自分の行動を客観視できつつあることが推察される。

本時終了直後から、養護教諭が提示した行動はほぼ見られなくなった。

３－６　小単元３「みんななかよく」

３－６－１　小単元３のねらい

　○　自分が他の人からされてうれしいこと、嫌なことを、性に関連させつつ考える。

　○　うれしいこと、嫌なことの中から、中学部２組のルールにしたらよい内容を挙げ、みんなで守ってい

　　こうと決意する。

３－６－２　小単元３の指導の実際

　これまでの学習を振り返りながら、体に関した内容を含めた学級ルールづくりを行った。

これは、プロジェクトアドベンチャーにおけるThe Peaceable 

Beingの手法を参考にして行った（William J.Kreidler&Lisa 

Furlong,2001）。大判用紙に人型を書き、自分がされてうれしいこ

とを体の絵の内部に記し、自分がされて嫌なことは体の外部に記す。

本時では、うれしい内容を青いカード、嫌な内容を赤いカードに記

述させ、貼り付けさせた。生徒が記述した内容は表３のとおりであ

る。貼り付けた後、全員で内容を確認した。さらに、自分たちでこ

のルールを守っていくことに同意できる者は、大判用紙に自分の名

前を記入していった（図９）。大判用紙は教室内に掲示し、常に生

徒の目に触れるようにした。ルールを守ることができている生徒に

対しては、具体的に何を守ることができているか伝え、称賛した。

万が一、ルールが守られないような行動が見られた時には、大判用

紙の前に教師と共に行き、ルールを再度確認した。この取組によっ

て、不用意な異性への密着や相手に対する暴言等の問題行動は減少

していった。

図７　プライベートゾーンの学習 図８　養護教諭自作の行動カード

図９　２組の生徒が作成したBeing
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３－７　学習の成果

　性に関する学習は、前述したように、単に性行動に関する科学的な知識の理解を目指すものだけではなく、

人と人との関係性について学ぶ学習であると捉える。本単元では、具体的な性の知識を伝える学習というよ

りは、性に関する基礎的な学習を行いながら、人とのかかわりに関する課題を解決する学習に主軸を置いた。

単元を実施する直前まで生徒たちが抱えていた課題（異性への過度の密着や相手に対する暴言など）がかな

りの割合で減少していった。このことが、学級内での人間関係をさらに良好なものとした。

４．性に関する指導の今後の展望

４－１　学校全体での推進

　本研究を開始するに当たり、本学級生徒の性に関する課題が緊急性を帯びていたことから、学校全体や中

学部内での共通理解を得ないまま実践を開始した。性に関する指導は、発達に応じた内容の系統性を考慮し

ながら進めていくことが重要であると考える。また、学校全体で、性に関する指導についての共通理解や、

性に関する指導を推進していくための研究を並行して進めて行く必要がある。本校では校務分掌にも性に関

する指導の担当者が位置付けられていることから、担当者を中心とした学校全体での推進が今後望まれる。

４－２　性に関する指導計画作成

　学校全体での性に関する指導の推進を行う上で、指導計画の作成は必須である。養護教諭や性に関する指

導担当者を中心として、本校で作成されていた「性教育の取り組み（試案）」（1998）をもとにしながら、

早急な改訂を行っていく必要があると考える。

　近年、積極的に性に関する指導に取り組んでいる特別支援学校がある。それらの学校の実践を参考にしな

がら、本校独自の指導計画作成を進めていきたい。

４－３　家庭との連携の在り方

４－３－１　学級通信や配布文書による連携

　本単元における実践は、保護者の協力や理解がなければ実施することができなかった。そこで、保護者と

連携・協力をしていくために学級通信や配布資料によって性に関する学習の趣旨を伝えた。また、必要な資

表３　中学部２組生徒による記述（生徒記述のまま）

人にされてうれしいこと 人にされて嫌なこと

言

葉

に

関

す

る

こ

と

○ドンマイ（と言ってもらう）

○ありがとう（と言ってもらう）

○ほめられる

○大丈夫？（と言ってもらう）

○やったね！！（と言ってもらう）

○あいさつ

〇元気出してね（と言ってもらう）

〇ガンバレ！！（と言ってもらう）

●人の体のことをとやかく言う

○うわさ話をされる

○うそをつく

○ばかにされること

○うらぎったこと

○わるくち

行

動

に

関

す

る

こ

と

○あそんだこと

○あくしゅ（を求められる）

○はくしゅ（をしてもらう）

●はだかを見られる

●胸を触る

○けんかをする

○暴力をされる

●着替え中を見られる

〇人を殴る

●男の人が女の人の体をさわる

〇いじわるはいやです

〇自分の物を見られること

●・・性に関すると考えられるもの　　（　）内は筆者が付加した
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料や情報を保護者から提供してもらうためにアンケートも実施した。図10のようにアンケートには事細かく

情報が記載されており、中学部２組の保護者の性に関する学習の関心度の高さがうかがえた。さらに、学習

を実施するたびに臨時に発行した学級通信で授業の様子を保護者に伝えた。（図11）

４－３－２　保護者が求める性に関する指導

　保護者が取り組んでほしいと考えている性に関する学習内容について、自由記述アンケートを実施した。

「中学部２組では、性に関する学習を継続して取り組んでいきます。そこで、保護者の皆様がこういった性

に関する学習や、人とのかかわりに関する学習に期待すること、取り上げてほしいと考えている内容を是非

教えてください。」という質問に対して保護者からの回答は以下の通りであった。

○自分の心や体の成長をわかってほしい。

○プライベートゾーンのこと、今後の成長のことなどわかりやすく教えてほしい。

○いつかは来る思春期特有のことについて、こちら（保護者）側の受け止め方と対応の仕方。

○生理に関すること。（例えば生理の時はどういう風に過ごしたらよいのか。それはどうしてそうしなけ

ればいけないか。生理用品はそっと隠してトイレに行くこと。）

○子どもが理解できる程度に合わせてよいですが、本当の事、正確に教えてあげたい。

○体の成長には家のほうでも言葉で伝えているが、はっきりと言えずごまかしていることが多い。本人も

意味が分かっているのか、不安な面がある。

　これらの意見から、今回、性に関する指導を行ったことは、保護者のニーズに合致していると考える。ま

た、今後男女別に行うほうが有効である指導内容（月経に関することなど）や、性に関する言葉をどれだけ

正確に詳細に伝えていくかについて、保護者との連携しながら今後検討していく必要がある。

図10　保護者アンケート（一部抜粋） 図11　学級通信（一部抜粋）
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おわりに

　性に関する指導は、学校の教育活動全体の中に適切に位置づけられる必要がある。しかし、扱う内容につ

いては、各教科等によって違いが生じるが、その際にバラバラに内容を扱うのではなく、そこに指導内容の

連係が必要である。また、個別で指導を行う場合と集団で指導を行う場合の２種類の指導形態が必要である

ため、それぞれで扱う内容の系統性についても今後検討しなければならない。

　併せて、家庭や地域との連携は欠かすことのできない要素である。特に保護者に対して、性に関する指導

の重要性について情報を伝えつつ、積極的な性に関する指導を今後も推進していきたいと考える。
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